
1987年科学技術庁入庁、2001年科学技術・学術政策局政策課課長補佐、
2002年大臣官房人事課人事企画官、2005年研究振興局ライフサイエンス課
長、2007年研究開発局研究開発戦略官、2010年文部科学省高等教育局学
生・留学生課長、2013年科学技術・学術政策局人材政策課長、2014年大臣
官房参事官、2016年大臣官房審議官（高等教育局担当）、2018年大臣官房
審議官（科学技術・学術政策局担当及び高等教育局担当）、2018年大臣官
房審議官（科学技術・学術政策局担当）、2018年科学技術・学術政策局長、
2019年内閣府 政策統括官 科学技術・イノベーション担当を経て、2020年より
現職。

1984年文部省入省、2000年学術国際局研究助成課研究協力室長、2001年
研究振興局研究環境・産業連携課技術移転推進室長、2002年研究開発局
地震調査研究課長、2006年研究振興局学術研究助成課長、2008年初等中
等教育局児童生徒課長、2012年科学技術・学術総括官（兼）政策課長、2013
年大臣官房審議官（研究開発担当）、2015年文化庁長官官房審議官（兼）内
閣官房知的財産戦略推進事務局次長、2017年名古屋大学理事・事務局長、
2018年研究振興局長を経て、2019年より現職。

講演者/パネリスト

S-1 : 特別セッションⅠ（関係省庁セッション）

次期科学技術基本計画の策定が目前に迫る中、改めて日本の科学技術や大学の研究

力の現状、これまで進められてきた研究力強化のための政策について振り返るとともに、
次期科学技術基本計画の検討状況等について、講演者よりご紹介いただきます。

セッション後半のパネルディスカッションでは、ポストコロナ時代に向けて、研究環境・活
動が大きく変化し、新興・融合分野の進化が予想される中、日本の研究力強化のための
政策と具体的方策について、十分な時間を取って議論いたします。

開催日時 ９月１７日（木曜日） １０：３０ - １２：００

日本の研究力強化のための政策と具体的方策について

松尾 泰樹 ： 文部科学省 文部科学審議官

磯谷 桂介 ： 文部科学省 科学技術・学術政策研究所長



S-1 : 特別セッションⅠ（関係省庁セッション）

山崎 光悦 ： 金沢大学 学長
リサーチ・アドミニストレーター(RA)協議会 会長

モデレーター

1976年金沢大学大学院工学研究科修士課程修了、1976年金沢大学工学部
助手、1985年助教授、1994年教授、1989年～1990年文部省在学研究員（カ
リフォルニア大学サンタバーバラ校）、2010年～2012年理工研究域長・理工
学域長、2012年理事（研究・国際担当）・副学長、2014年より現職。専門分野
は機械工学。
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